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ァイアウォールの外側にある端末を

容易に通信できるようにするネットワ

ーク技術であり、この技術を実装し

たサーバー製品が「カチャットサー

バー」である。

この製品の特徴は、社外に設置し

たログインサーバーを活用しカチャ

ットサーバーと社外の端末と通信を

行うことで、ファイアウォールの設定

を変えずにリモートアクセスを実現

した点にある。

カチャットサーバーが毎秒、ログイ

ンサーバーに接続し、社外の端末か

らログインサーバーへアクセスがあ

るかどうかをチェックする。社外の

端末からログインサーバーにアクセ

スがあると、ログインサーバーはメモ

リー上に端末から入力されたIDパ

スワードを保持。毎秒ログインサー

バーに接続しているカチャットサー

バーが、このアクセスを検出すると

IDパスワードを読み取りユーザー認

証を行う。次に、カチャットサーバ

ーがあらかじめ社内LAN上のメー

ルサーバーやグループウェアなどに

定期的にアクセスし取得していたデ

ータを、Webアクセスで一般的に使

われているHTTP（Hyper TexT

Protocol）ポートを通じてログインサ

ーバー上に書き込む。この仕組みに

よって、社外の端末から、ログインサ

ーバー上に書き込まれたメールやグ

ループウェアのデータが閲覧できる

ようになる。現在、メールサーバー

は、POP3、IMAP4、ノーツメールの

方式に対応している。

カチャットサーバーの設定は、ロ

ーカルIPアドレスや閲覧したいサー

バーのIDパスワードを記入するだけ

で済むため、慣れればわずか30分

で完了するという。リモートアクセス

を行いたいが、ネットワーク設定が

大変ということでなかなか踏み切れ

なかった多くの企業ユーザーから、

これなら使えるのではと問い合わせ

が急増。なかでも携帯電話から安

全・簡単に社内メールを閲覧できる

という点が評価され、順調な売れ行

きを見せており、現在1000ライセン

スが契約済みである。

transIPを軸にアプリ開発

いいじゃんネットでは、メール閲覧

以外にtransIPを活用したいくつか

のソリューションを開発している。そ

の1つが、デジコード社と共同開発し

たもので、Java対応のau端末とバー

コードリーダーを組み合わせたモバ

イル型のPOSシステム「easyPOS」。

社内LANに設置した既存の基幹業

務システムと、携帯電話が通信を行

う部分にtransIPを適用。POSシス

テムを設置できない仮設店舗などで

の利用を想定している。

さらに、売上拡大を図るため間接

販売チャネルの開拓を強化してい

る。現在の代理店は、日本HPの関

連会社であるHPSD（ヒューレット・

パッカード・ソリューションデリバリ）

社、中堅企業に強いSIである日本情

報産業、モバイルを切り口にコンテ

ンツ配信からシステム開発まで手が

ける日本エンタープライズ、PBXを販

売する通信機ディーラーである第百

通信工業、東レグループのシステム

導入・運用を行う東レシステムセン

ター社の5社。さらにSI力、販売力

のある代理店を募集する考え。ただ

し、代理店には「transIPを活用した

業務システムの構築やサービスを提

供してもらいたい」という意向。カチ

ャットサーバーはリモートアクセスを

実現するインフラのため、あらゆる

業務アプリケーションに適用できる。

例えば、東レシステムセンターは、カ

チャットサーバーの仕組みをASPサ

ービスの1メニューとして提供する。

これにより、東レグループのユーザ

ーに対し社内の業務システムに自由

にリモートアクセスできる環境を提

供できるようになる。

坂本社長は、「商品化に当たってさ

まざまな試行錯誤を重ねた分、技術

面ではどのようなソフトでも開発でき

るようになっている。代理店とのパー

トナーシップを強め、企業ユーザー

のニーズに応えられるアプリケーシ

ョンを次々に提供していきたい」と話

している。
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「企業の情報システム部門でのヒ

アリングを重ねてようやく商品化にこ

ぎつけたのが、カチャットサーバー」

と、いいじゃんネットの坂本史郎社

長は話す。

いいじゃんネットは2000年、東レの

ベンチャー支援制度によって創設。

当時、電子メールをサーバーに蓄積

しておくことで、ユーザーがどこから

でもメールを取り出せるサービス「メ

ールポインター」を主力商品として打

ち出したものの、“鳴かず飛ばず”に

終わってしまう。企業ユーザーでは

セキュリティの観点から、電子メール

の転送を禁止しているケースが多く、

情報システム部門ではなかなか導入

してもらえなかったのである。

その後、どのような製品が購入し

てもらえるのか、東レを始めとする

企業の情報システム担当者に再度提

案を持ち込み、技術や用途開発面で

のさまざまな試行錯誤を経て、2002

年末に完成したのが「カチャットサ

ーバー」であった。

企業が求めるセキュリティ対策

カチャットサーバーは、インターネ

ット経由で社内のメールやファイル

などを閲覧したり、自由に取り出せ

るソフトとハードをセットにしたサー

バー機器である。

では、どのようにして、このサーバ

ーが生まれたのだろうか。開発に先

立ち、リモートアクセス用途につい

て情報システム担当者にヒアリング

したところ、大きな課題が浮上した。

それは、インターネット経由で社内の

ネットワークにアクセスする際にIP

アドレスやネットワーク構成を変えな

ければならないという問題。

ほとんどの社内LANではローカル

IPアドレスが用いられているため、

インターネット経由で社内の端末に

アクセスするためには、外部からア

クセスできるよう、ファイアウォール

のDMZ（非武装地帯）セグメントにリ

モートアクセス用のプロキシサーバ

ーを設置するといった対策が必要に

なる。しかし、プロキシサーバーを

設置する場合は、ファイアウォール側

で通信ポートの一部を開放しなけれ

ばならず、このことが社内のセキュ

リティポリシーに影響することもあっ

て、情報システム部門ではなかなか

導入できなかった。

「この課題を解決できればリモー

トアクセス装置が売れるはず」と考

えたいいじゃんネットでは、高い技

術力を持つインド人エンジニアを雇

い入れ設計から開発まですべて自社

で開発。約2年の歳月を経て作り出

したのが、「transIP」というコア技術

である。これは、ローカルIPアドレ

スを使った社内LAN上の端末と、フ

ベンダー訪問

いいじゃんネット

リモートアクセスセキュリティで新技術
東レ出資のベンチャー企業、いいじゃんネットは、リモートアクセス装置
「カチャットサーバー」を発売。インターネット経由で安全・手軽に導入で
きる点が評価され、好調な売れ行きを示している。SIチャネルを強化す
ることで中堅中小企業ユーザーに拡販していく考えだ。
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図1 カチャットサーバーのシステム構成
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図2 easyPOSのシステム構成
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